
（別紙３）

～ 2026年1月10日

（対象者数） 22 （回答者数）
19

～ 2025年12月27日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・新しい活動も積極的に行っていき児童活動の幅を広げてい

く。

2
・身体を使って遊べるよう庭に遊具を設置する。児童の特性

を活かした物の配置を更新していく。

3 ・それぞれの強みを生かした係や役割を設ける場面を作る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・保護者会や説明会でご協力やご理解をいただく。

2
・運動以外の活動や遊び、広さがなくてもできる運動などを

提供していく。

3
・相談事業者と連携をとりその子にあった利用の仕方を気つ

けて行く。

・運動療育を行っているがそれだけでなく、工作やクッキン

グ、土曜日には外出など活動の内容が充実している。

・人気の活動やそうでない活動の違いを分析しながら楽しんで

参加する中で成長に繋がる内容を毎日行っている。

○事業所名 サンスマイル袋井春岡教室

○保護者評価実施期間
2025年12月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・庭や広い畑があり農業体験ができ、自由時間にのびのび過ご

せる環境がある。

・普段できない体験を経験できるようなイベントを行ったりま

た、児童が過ごしやすいよう環境整備を行っている。

・特支、支援級、普通級の児童が年齢関係なく利用している。
・一緒に活動しながらお互いに協力し合ったり助け合う機会を

作っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・預かり目的で利用されている家庭が少なくない。
・放課後等デイサービスが療育を受ける場という理解がたりて

いない。

・室内での運動が難しい。 ・活動室に運動をするのに十分な広さと高さが足らない。

・袋井市が進めている併用の地域ルールがあり、療育視点から

みると適切ではないと感じるケースがある。
・特性から一か所で利用した方が成長効果が見られる

事業所における自己評価総括表公表


